
１．施設名称・施設の位置づけ等 　※施設一覧シートを見て記載してください。

№ 37 担当部署名

ブロック

地区

なし

有 計画名 計画期間
改定・見直し

時期

無 策定期限 ー
今後の

策定予定の有無
なし

策定しない場合
理由

２．施設評価 ↓プルダウンから選択してください

①廃止 ②民間移管 ③地域移管 ④統合 ⑤複合化 ⑥縮小建替え
⑦必要規模
建替え

担当課方針
関係者
調整状況

該当する 該当しない 該当しない 該当しない 該当しない 該当しない 該当しない ①廃止 処理完了

３．評価の実現に向けたロードマップ

2024年度 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 2029年度 2030年度 2031年度以降

年度 ←塗りつぶし使用色

用途廃止・解体工事

独
自

評価が達成される年度

共
通
項
目

庁内関係部課協議

施設管理者との協議

施設利用者との協議

第三者委員会による検討

市民・利用者への説明

方針決定

方針決定に基づく設計・整備等

関連計画の見直し

利用開始

『該当する』を
選択した理由

・近隣には代替施設（身障者用トイレ～市民会館内、市民センター内、隣保館内、宮崎公園内　等）が整備されており、存続の必要性は弱いため「廃止」に該当す

る。

※評価の実現に向けて、動き出しから実現までの、取組内容と実施スケジュールを具体的に示してください。
※スケジュールは青セルで表してください。

動き

廃止方針を持つため

考えられる
施設評価
チェック

第2期（2022～2027年度） 第3期
（2028～2033年度）

小分類 公衆便所 大田

個別施設計画
（長寿命化計画）
の策定有無

個別施設計画（長寿命化計画）
マニュアル・ガイドラインの名称

施設名称 大田市民会館横身障者用トイレ 健康福祉部地域福祉課

大分類 14その他(普通財産を含む) 中央



進捗状況

これまでの
取組状況

2024年度

2025年度

2026年度

５．補足情報

　（１）施設基礎情報
昭和　38 年

11.00 ㎡

【施設写真】

摘要欄
適正化計画上
の実施方針

原則廃止とする。

構造 コンクリートブロック造

設置(目的等) －耐震の有無 旧耐震(未診断)

Is値 －

建築年
関連条例等 －

建物延面積

※下記に記載した取組・目標は、次年度に進捗・達成状況を検証・評価します。

年度 取組・目標 成果・積み残し課題・今後の対応

関係団体へ市の方針案（当該施設の廃止）を説明し、意見交換を行っ

た。アスベスト調査を実施し、解体工事を実施。２０２３年度に解体工

事が完了。

第
2
期

４.各年度の取組内容・進捗状況等



　（２）収入・支出

備考

備考

　（３）利用人数

　

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度
2024年度
(A)

過去5年間の
平均利用人数

(B)
項目

前年度と平均の比較(％）
＝(A)/(B)

年間利用人数 　

支出計 ※グレーのセルは自動計算されます。

指
標

税金充当額 市民一人あたり税金充当額

延床面積あたり税金充当額

支
出

②施設の改修及び修繕費用 施設の改修及び修繕に係るコストをすべて計上する。

③その他 上記に該当しない支出をすべて計上する。

内訳 金額（R6決算）単位：円 解説

①指定管理料 指定管理制度対象者のみ計上する。

1日あたり税金充当額（休館日含）

貸館の有無

施設の使用の際に徴収する使用料収入を計上する。ただし、指定管理者が収入している場合

等、直接大田市の歳入にならない場合は計上しない。

②国、県等補助金 国・県等からの補助金や助成金等を計上する。

③その他 使用料以外の利用者負担金や施設の運営にかかる雑収入、地方債等を計上する。

収
入

内訳 金額（R6決算）単位：円 解説

①使用料金収入

合計 ※グレーのセルは自動計算されます。



１．施設名称・施設の位置づけ等 　※施設一覧シートを見て記載してください。

№ 161 担当部署名

ブロック

地区

なし

有 計画名 計画期間
改定・見直し

時期

無 策定期限
今後の

策定予定の有無
なし

策定しない場合
理由

２．施設評価 ↓プルダウンから選択してください

①廃止 ②民間移管 ③地域移管 ④統合 ⑤複合化 ⑥縮小建替え
⑦必要規模
建替え

担当課方針
関係者
調整状況

該当する 該当しない 該当しない 該当しない 該当しない 該当しない 該当しない ①廃止 処理完了

３．評価の実現に向けたロードマップ

2024年度 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 2029年度 2030年度 2031年度以降

2026 年度評価が達成される年度 ←塗りつぶし使用色

方針決定

方針決定に基づく設計・整備等

関連計画の見直し

利用開始

用途廃止・解体工事

独
自

※評価の実現に向けて、動き出しから実現までの、取組内容と実施スケジュールを具体的に示してください。
※スケジュールは青セルで表してください。

第2期（2022～2027年度） 第3期
（2028～2033年度）

動き

共
通
項
目

庁内関係部課協議

施設管理者との協議

施設利用者との協議

第三者委員会による検討

市民・利用者への説明

考えられる
施設評価
チェック

『該当する』を
選択した理由

広場の隣接地に急斜面の崖があり、大雨の際、崩落し土砂が流入したことがある。よって、災害による事故防止の観点から令和３年度に廃止の方針を決定し、

利用団体（グランドゴルフ、ペタンク）へは令和４年３月末をもって廃止の方針を伝えた。併せて、令和5年2月に庁内掲示板により「廃止に伴う他部署の活用に関

する意向調査」を実施。また、令和5年度には産業企画課と連携し一般企業への売却を検討したが、いずれも希望者はいなかったため方針の変更はなし。

小分類 その他 久手

個別施設計画
（長寿命化計画）
の策定有無

個別施設計画（長寿命化計画）
マニュアル・ガイドラインの名称

施設名称 久手やすらぎ広場 健康福祉部地域福祉課

大分類 11公園 東部

廃止予定のため



進捗状況

これまでの
取組状況

2024年度
目標未達成（取

組中）

2025年度
目標未達成（取

組中）

2026年度

５．補足情報

　（１）施設基礎情報
平成5 年

2.27 ㎡

【施設写真】

Is値 －

摘要欄
適正化計画上
の実施方針

未掲載（今後検討し方針決定へ）

建築年
関連条例等 大田市小公園の設置及び管理に関する条例

建物延面積

構造 コンクリートブロック造

設置(目的等) －耐震の有無 新耐震(新基準)

第1期で「廃止の方針」を決定し、利用団体へも説明済み。庁内他部署の

活用や一般企業への売却も調査・検討したが、いずれも希望なし。

公有財産の処分手続きに向け所管課と協議を行う必要がある。

第
2
期

公有財産の処分手続きに向けた所管課との協議・調整 広場利用団体（ペタンク）より、廃止されるまでの間は引き続き広場を

利用したい。また、代替場所については再度検討いただきたいとの申し

出あり。引き続き協議が必要。

利用団体の利用状況等を確認するとともに、代替場所についての再検討

を行う。

４.各年度の取組内容・進捗状況等 ※下記に記載した取組・目標は、次年度に進捗・達成状況を検証・評価します。

年度 取組・目標 成果・積み残し課題・今後の対応



　（２）収入・支出

備考

備考

　（３）利用人数

なし

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度
2024年度
(A)

過去5年間の
平均利用人数

(B)

貸館の有無

項目
前年度と平均の比較(％）

＝(A)/(B)

年間利用人数 　

指
標

税金充当額 市民一人あたり税金充当額

延床面積あたり税金充当額 1日あたり税金充当額（休館日含）

③その他 上記に該当しない支出をすべて計上する。

支出計 ※グレーのセルは自動計算されます。

支
出

内訳 金額（R6決算）単位：円 解説

①指定管理料 指定管理制度対象者のみ計上する。

②施設の改修及び修繕費用 施設の改修及び修繕に係るコストをすべて計上する。

③その他 使用料以外の利用者負担金や施設の運営にかかる雑収入、地方債等を計上する。

合計 ※グレーのセルは自動計算されます。

収
入

内訳 金額（R6決算）単位：円 解説

①使用料金収入
施設の使用の際に徴収する使用料収入を計上する。ただし、指定管理者が収入している場合

等、直接大田市の歳入にならない場合は計上しない。

②国、県等補助金 国・県等からの補助金や助成金等を計上する。



１．施設名称・施設の位置づけ等 　※施設一覧シートを見て記載してください。

№ 190 担当部署名

ブロック

地区

なし

有 計画名 計画期間
改定・見直し

時期

無 策定期限
今後の

策定予定の有無
なし

策定しない場合
理由

２．施設評価 ↓プルダウンから選択してください

①廃止 ②民間移管 ③地域移管 ④統合 ⑤複合化 ⑥縮小建替え
⑦必要規模
建替え

担当課方針
関係者
調整状況

該当する 該当しない 該当しない 該当しない 該当する 該当しない 該当しない ○未決定 調整中

３．評価の実現に向けたロードマップ

2024年度 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 2029年度 2030年度 2031年度以降

2027 年度評価が達成される年度 ←塗りつぶし使用色

方針決定

方針決定に基づく設計・整備等

関連計画の見直し

利用開始

用途廃止・解体工事

独
自

※評価の実現に向けて、動き出しから実現までの、取組内容と実施スケジュールを具体的に示してください。
※スケジュールは青セルで表してください。

第2期（2022～2027年度） 第3期
（2028～2033年度）

動き

共
通
項
目

庁内関係部課協議

施設管理者との協議

施設利用者との協議

第三者委員会による検討

市民・利用者への説明

考えられる
施設評価
チェック

『該当する』を
選択した理由

現在、「更生保護サポートセンター」として保護司（法務大臣から委嘱を受けた非常勤の国家公務員、31名）の活動拠点となっており、

センターの趣旨から市が公的な建物等に専有の場所を確保し設置すべき施設である。

が、一方で仁摩支所及び周辺域の公共施設と一体的に検討すべき施設であるので、これらの対応・方針に従う必要がある。

小分類 その他 仁万

個別施設計画
（長寿命化計画）
の策定有無

個別施設計画（長寿命化計画）
マニュアル・ガイドラインの名称

施設名称 旧仁摩町有線放送電話協会本部 健康福祉部地域福祉課

大分類 14その他（普通財産を含む） 仁摩

「廃止」もしくは「複合化」の方針であるため



進捗状況

これまでの
取組状況

2024年度
目標未達成（取

組なし）

2025年度
目標未達成（取

組中）

2026年度

５．補足情報

　（１）施設基礎情報
平成4 年

150.57 ㎡

【施設写真】

Is値 －

摘要欄
適正化計画上
の実施方針

未掲載（今後検討し方針決定へ）

建築年
関連条例等 －

建物延面積

構造 木造

設置(目的等) －耐震の有無 新耐震(新基準)

利用者（保護司）に施設の状況（修繕の有無等）を聞くとともに、現地

で施設の状況を目視した。

なし

第
2
期

なし なし

所管課の考え（仁摩支所及び周辺域公共施設と一体的に検討し、これら

の対応・方針に従うこと）を利用者へ伝えるとともに、無償譲渡や他の

公共施設への複合化についての協議・検討を行う。

４.各年度の取組内容・進捗状況等 ※下記に記載した取組・目標は、次年度に進捗・達成状況を検証・評価します。

年度 取組・目標 成果・積み残し課題・今後の対応



　（２）収入・支出

備考

備考

火災保険料（所

管課予算計上）

　（３）利用人数

なし

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度
2024年度
(A)

過去5年間の
平均利用人数

(B)

貸館の有無

項目
前年度と平均の比較(％）

＝(A)/(B)

年間利用人数 　

指
標

税金充当額 -10,173円 市民一人あたり税金充当額 円/人

延床面積あたり税金充当額 -68円/㎡ 1日あたり税金充当額（休館日含） -28円/日

③その他 10,173円 上記に該当しない支出をすべて計上する。

支出計 10,173円 ※グレーのセルは自動計算されます。

支
出

内訳 金額（R6決算）単位：円 解説

①指定管理料 指定管理制度対象者のみ計上する。

②施設の改修及び修繕費用 施設の改修及び修繕に係るコストをすべて計上する。

③その他 使用料以外の利用者負担金や施設の運営にかかる雑収入、地方債等を計上する。

合計 ※グレーのセルは自動計算されます。

収
入

内訳 金額（R6決算）単位：円 解説

①使用料金収入
施設の使用の際に徴収する使用料収入を計上する。ただし、指定管理者が収入している場合

等、直接大田市の歳入にならない場合は計上しない。

②国、県等補助金 国・県等からの補助金や助成金等を計上する。



１．施設名称・施設の位置づけ等 　※施設一覧シートを見て記載してください。

№ 担当部署名

ブロック

地区

なし

有 計画名 計画期間
改定・見直し

時期

無 策定期限
今後の

策定予定の有無
なし

策定しない場合
理由

２．施設評価 ↓プルダウンから選択してください

①廃止 ②民間移管 ③地域移管 ④統合 ⑤複合化 ⑥縮小建替え
⑦必要規模
建替え

担当課方針
関係者
調整状況

該当しない 該当しない 該当しない 該当しない 該当する 該当しない 該当しない ○未決定 開始前

３．評価の実現に向けたロードマップ

2024年度 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 2029年度 2030年度 2031年度以降

年度

施設名称 大田市社会福祉協議会（地域包括支援センター含む） 健康福祉部地域福祉課

大分類 02社会教育系施設 中央

考えられる
施設評価
チェック

『該当する』を
選択した理由

〔公共施設適正化方針の通り〕現在、大田市民センター（大田老人福祉センター、大田市社会福祉協議会）は、大田市民会館と複合化されている。

市民サービス向上の観点から、市健康福祉部や市民課等の窓口業務との連携、市本庁舎移転において、本庁機能との連携体制について検討する必要がある。

※地域包括支援センター業務委託、大田老人福祉センターの指定管理（無償貸付け）を実施。

小分類 その他 大田

個別施設計画
（長寿命化計画）
の策定有無

個別施設計画（長寿命化計画）
マニュアル・ガイドラインの名称

※評価の実現に向けて、動き出しから実現までの、取組内容と実施スケジュールを具体的に示してください。
※スケジュールは青セルで表してください。

第2期（2022～2027年度） 第3期
（2028～2033年度）

動き

共
通
項
目

庁内関係部課協議

施設管理者との協議

施設利用者との協議

第三者委員会による検討

市民・利用者への説明

評価が達成される年度 ←塗りつぶし使用色

方針決定

方針決定に基づく設計・整備等

関連計画の見直し

利用開始

用途廃止・解体工事

独
自



進捗状況

これまでの
取組状況

2024年度
目標未達成（取

組なし）

2025年度
目標未達成（取

組なし）

2026年度

５．補足情報

　（１）施設基礎情報

昭和　59 年

507.89 ㎡

【施設写真】

４.各年度の取組内容・進捗状況等 ※下記に記載した取組・目標は、次年度に進捗・達成状況を検証・評価します。

年度 取組・目標 成果・積み残し課題・今後の対応

社会福祉協議会と、市本庁舎移転に併せて協議を実施。

R５年度、市本庁舎移転に併せた複合化では、賃借料等の負担が大き

く、現在の施設より移転が必要になった場合は、市本庁舎と近い場所

（施設）の提供希望がある。

大田市民センターは大田市民会館との複合施設のため、社会福祉協議会

（地域包括支援センター含む）単独での方針決定とはならない。市内に

ある他施設の利用状況等も踏まえ、市として方針を決定すべき案件であ

る。

第
2
期

今後、大田市民センターの利活用について新しい方針を策定した場合、

関係部署間で調整が必要

上記のとおり

今後、大田市民センターの利活用について新しい方針を策定した場合、

関係部署間で調整が必要

Is値 0.83

摘要欄

2階

大田市社会福祉協議会（344.13㎡）

地域包括支援センター（163.76㎡）

適正化計画上
の実施方針

未掲載（今後検討し方針決定へ）

建築年
関連条例等

社会福祉協議会：'社会福祉法（第109条・110条・111条）、

地域包括支援センター：介護保険法（第115条の46）、大田市地域包括支援センター規則建物延面積

構造 鉄筋コンクリート造

設置(目的等)

社会福祉協議会：地域福祉の推進を図ることを目的とする団体であって、地域住民及び福祉組織・関係者の協働に

より地域生活課題の解決に取り組み、誰もが支え合いながら安心して暮らすことができる「ともに生きる豊かな地

域社会」づくりを推進する

地域包括支援センター：地域住民の心身の健康保持及び生活の安定のために、必要な援助を行うことにより、その

保健医療の向上及び福祉の増進を包括的に支援するため、大田市地域包括支援センターを設置する。

耐震の有無 新耐震(新基準)



　（２）収入・支出

備考

備考

共用部分につき、回収費用必

要時、按分し市民会館より請

求される

地域包括支援センター分光熱

水費。面積按分で市民会館へ

納付

　（３）利用人数

なし

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度
2024年度
(A)

過去5年間の
平均利用人数

(B)

③その他 使用料以外の利用者負担金や施設の運営にかかる雑収入、地方債等を計上する。

合計 ※グレーのセルは自動計算されます。

収
入

内訳 金額（R6決算）単位：円 解説

①使用料金収入
施設の使用の際に徴収する使用料収入を計上する。ただし、指定管理者が収入している場合

等、直接大田市の歳入にならない場合は計上しない。

②国、県等補助金 国・県等からの補助金や助成金等を計上する。

③その他 800,000円 上記に該当しない支出をすべて計上する。

支出計 800,000円 ※グレーのセルは自動計算されます。

支
出

内訳 金額（R6決算）単位：円 解説

①指定管理料 指定管理制度対象者のみ計上する。

②施設の改修及び修繕費用 施設の改修及び修繕に係るコストをすべて計上する。

貸館の有無

項目
前年度と平均の比較(％）

＝(A)/(B)

年間利用人数 　

指
標

税金充当額 -800,000円 市民一人あたり税金充当額 -26円/人

延床面積あたり税金充当額 -1,575円/㎡ 1日あたり税金充当額（休館日含） -2,192円/日


